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まとめ
• References の書き方の基本

– Reference とは...
– 基本的なルール, 形式論
– 論文を特定するための情報

• Reference 管理の方法
– 紙媒体から電子媒体への急激な変化
– 電子媒体の時代の Reference 管理
– ソフトウェアの紹介（Mendeley）



• 典型的な論文の構成:
いわゆる IMRAD（アイエムラッドと読むみたいです）

I : Introduction ‒ 問題提起
M : Method
R : Results - 実験, 観測, 計算結果
A : And
D : Discussion/Conclusion

- 結果の考察と結論

• 論文で引用した文献のリスト
（それ以上でもそれ以下でもない）

Reference とは... Abstract

Introduction
Question or Problem

D & C
Answer or Solution

出典: Science Research Writing, Hilary Glasman-Deal

Title, Authors, Keywords

References

Method
What you did

Results
What you found
/observed



基本的なルール
• 論文の中で引用した文献のみを記載する.
注）研究の過程で読んだ文献を全て挙げるのではない!

• ある確立された概念・手法について引用を行う場合,
オリジナルである文献もしくはレビュー論文を挙げる.
例）一般相対性理論であれば, 

Einstein, Albert (1907), Über das Relativitätsprinzip und die aus demselben gezogene 
Folgerungen, Jahrbuch der Radioaktivitaet und Elektronik 4, 411.

Einstein, Albert (1915), Die Feldgleichungen der Gravitation, Sitzungsberichte der Preussischen 
Akademie der Wissenschaften zu Berlin, 844.

一般相対性理論の基礎
Einstein, Albert (1916), Die Grundlage der allgemeinen Relativitätstheorie, Annalen der Physik, 49.

Einstein, Albert (1917), Kosmologische Betrachtungen zur allgemeinen Relativitätstheorie, 
Sitzungsberichte der Preußischen Akademie der Wissenschaften, 142.



形式論
• 番号を付けて Reference を挙げる場合とそうでない場合
がある.

• 自分が投稿したいと考えている学術雑誌（会議）の過去の
論文を参照し, 合わせてやればよい.



実例 1 ‒ 番号を振る場合



実例 2 ‒ 番号を振らない場合

（中略）

（以下, 省略）



論文を特定するための情報

（中略）

• 著者, 論文タイトル, 雑誌名, 巻, 号, 開始・終了ページ, doi



論文を特定するための情報
• 著者, 論文タイトル
• 雑誌名, 巻, 号, 開始・終了ページ
• 出版された年（月を含む場合もあり）
• doi: 

巻, 号
Volume, Number



論文を特定するための情報
• 著者, 論文タイトル
• 雑誌名, 巻, 号, 開始・終了ページ
• 出版された年（月を含む場合もあり）
• doi: デジタルオブジェクト識別子（Digital Object Identifier）

http://dx.doi.org/10.1029/2005GL025230

巻, 号
Volume, Numberdoi:

デジタルオブジェクト識別子

http://dx.doi.org/10.1021/jo0349227


今日の授業
• References の書き方の基本

– Reference とは...
– 基本的なルール, 形式論
– 論文を特定するための情報

• Reference 管理の方法
– 紙媒体から電子媒体への急激な変化
– 電子媒体の時代の Reference 管理
– ソフトウェアの紹介（Mendeley）



ソフトウェアの紹介 - Mendeley

http://www.mendeley.com/



Mendeley でできること
• ダウンロードした論文 PDF に自動でファイル名を付与.

例）Hosokawa_et_al_2011_JGR.pdf

決まったディレクトリに PDF を放り込めば,
PDF の中から著者の名前を抜き出してファイル名を変更.
→ 自分で PDF のファイル名を変え, 整理する必要なし.

• PDF から自動的に集めてきた情報（タイトル等）を元に, 
雑誌名, 巻, 号, ページ数, doi などをオンラインで調べて, 
データベース化してくれる.



Mendeley でできること（続き）
• クラウド上に自分の集めた文献を蓄積（500 MB まで）
→ 情報端末（iPad とか, スマホとか）で共有可能.
要は, 論文版の Dropbox, Sugarsync, iCloud.

• ディスプレイ上で書き込みなどをしながら論文が読める.
（オリジナルの PDF は汚さないで書き込みができる）
→ 紙媒体からの解放.

• TeX の Reference List を自動生成できる.
自分で著者リストとかタイトルとかを打たなくて良い.



実際こんな感じ ‒ 文献リスト



実際こんな感じ ‒ 論文読みモード



実際こんな感じ ‒ 論文読みモード



実際こんな感じ ‒ 論文読みモード



実際こんな感じ



Let’s get started!
•
は

• 唯一の欠点は Mendeley
の日本語版がないこと.

• こういうときこそ Google の出番.

• 文献管理だけでなく,
論文を読むツールとしても有用なので,
是非トライしてみてください.


